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中
野
三
敏
著

『
近
世
新
畸
人
伝』

畸
人
と
は
、『

荘
子』
大
宗
師
篇
に

｢

畸
人
は
人
に
畸
に
し
て
、
而

し
て
天
に
ひ
と
し｣

と
見
え
る
よ
う
に
、
天
に
等
し
い
真
人
の
意
。
さ

ら
に
筆
者
に
よ
れ
ば
、｢

俗
に
居
て
俗
に
染
ま
ぬ
賢
者｣

の
意
で
あ
り
、

畸
人
の
本
領
と
は
世
を
す
ね
た
真
の
人
間
性
に
あ
る
と
い
う
。

本
書
は
宝
暦

(

一
七
五
一
―
六
四)
前
後
の
江
戸
の
学
芸
・
文
芸
界

に
お
い
て
、
こ
の

｢

畸
人｣

と
呼
び
得
る
五
人
を
選
び
、
伴
蒿
蹊

『

近

世
畸
人
伝』

の
拾
遺
を
編
む
こ
と
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

自
堕
落
先
生(

一
七
〇
〇
―
？)

は
俳
人
、
井
上
蘭
台

ら
ん
だ
い(

一
七
〇
五
―

六
一)

は
儒
学
者
、
佚
山

い
つ
ざ
ん

道
人
黙
隠(

一
七
〇
二
―
七
八)
は
篆
刻
家
・

僧
侶
、
金
龍
道
人
敬
雄

け
い
ゆ
う(

一
七
一
二
―
八
二)

は
漢
詩
人
・
僧
侶
、
沢

田
東
江

と
う
こ
う(

一
七
三
二
―
九
六)

は
儒
学
者
・
書
家
。

取
り
上
げ
ら
れ
た
人
物
は
い
ず
れ
も
一
八
世
紀
江
戸
文
芸
の
特
徴
で

あ
る

｢

雅｣

と

｢

俗｣

を
併
せ
持
っ
た
人
々
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
も
ど
こ
か
で
微
妙
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
筆

者
は
い
う
、｢

林
塾
員
長
井
上
蘭
台
の
薫
陶
を
じ
か
に
受
け
た
の
が
東

江
、
佚
山
、
東
江
で
あ
り
、
佚
山
の
莫
逆
の
友
が
敬
雄
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
四
人
と
も
に
ど
こ
か
で
自
堕
落
先
生
の
奇
行
の
噂
を
聞
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
心
中
何
が
し
か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る｣

と
。筆

者
は
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
、
一
八
世
紀
こ
そ
が
、
中
世
以
来
の
伝

統
文
芸
の

｢

雅｣

と
、
近
世
に
興
っ
た
俗
文
芸
の

｢

俗｣

と
が
最
も
バ

ラ
ン
ス
よ
く
保
た
れ
た

｢

雅
俗
融
和｣

の
時
代
で
あ
り
、
江
戸
文
芸
の

最
盛
期
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
。
本
書
の
畸
人
た
ち
も
、
そ
う
し
た

成
熟
し
た
江
戸
文
化
の
中
か
ら
必
然
的
に
生
ま
れ
出
て
き
た
、
い
わ
ば

時
代
の
申
し
子
な
の
で
あ
り
、
各
人
の
個
性
を
縦
軸
と
し
て
見
る
と
同

時
に
、
彼
ら
の
つ
な
が
り
に
着
目
し
、
そ
の
時
代
の
横
の
広
が
り
を
十

分
に
視
野
に
収
め
る
こ
と
で
、
筆
者
は
一
八
世
紀
と
い
う
時
代
の
あ
り

方
を
鮮
明
に
描
い
て
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
六
五
年
よ
り
七
三
年
に
か
け
て

『

経
済
往
来』

『

歴
史
と

人
物』

な
ど
に
掲
載
さ
れ
、
一
九
七
七
年
に
毎
日
新
聞
社
か
ら
刊
行
さ

れ
た
。
ほ
ぼ
四
十
年
ぶ
り
の
名
著
の
復
刊
で
あ
る
。

(

平
成
十
六
年
十
一
月

岩
波
現
代
文
庫

二
六
六
頁

一
一
五
五
円)

久
保
田
啓
一
・
鈴
木
淳
・
揖
斐
高
・
鈴
木
亮
校
注

『

清
水
宗
川
聞
書
・
梨
本
集
・
用
心
私
記』

『
歌
論
歌
学
集
成』

第
十
六
巻
に
あ
た
る
本
書
は
、
近
世
前
期
の
歌

学
・
歌
論
書
三
編
を
収
め
る
。
書
名
と
校
注
者
は
以
下
の
通
り
。

清
水
宗
川
聞
書

久
保
田
啓
一
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梨
本
集

鈴
木
淳

用
心
私
記

揖
斐
高
・
鈴
木
亮

『

清し

水み
ず

宗
川
聞
書

そ
う
せ
ん
き
き
が
き』

は
、
述
者
某
が
、
清
水
宗
川

(

一
六
一
四
―
一

六
九
七)
の
直
話
や
、
宗
川
を
介
在
さ
せ
て
の

｢

一
位
殿｣

(

飛
鳥

あ
す
か

井い

雅
章

ま
さ
あ
き)

の
説
、
及
び
具
体
的
な
歌
語
の
用
法
や
解
釈
を
記
し
た
も
の
で
、

当
時
の
歌
壇
事
蹟
や
、
和
歌
鑑
賞
の
あ
り
よ
う
を
窺
う
好
資
料
で
あ
る
。

『

梨
な
し
の

本も
と

集
し
ゅ
う』

三
巻
は
、
江
戸
市
中
の
隠
士
戸
田

と

だ

茂
睡

も
す
い(

一
六
二
九
―

一
七
〇
六)

の
著
作
。
制
禁
の
詞
を
集
成
し
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
論

評
、
制
禁
の
根
拠
が
謂
わ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
述

べ
た
も
の
で
あ
る
。
解
題
に
よ
れ
ば
、
茂
睡
の
批
判
の
対
象
は
、｢

当

時
、
絶
対
的
な
権
威
を
振
る
っ
て
い
た
堂
上
諸
家｣

よ
り
も
む
し
ろ
、

｢

二
条
派
の
地
下
歌
人
の
頑
迷
さ
で
は
な
か
っ
た
か｣

、
と
い
う
。
し
か

も
、
そ
の
中
で
も
最
も
標
的
と
し
て
考
え
て
い
た
の
が
清
水
宗
川
あ
た

り
で
は
な
い
か
、
と
言
わ
れ
れ
ば
、
読
者
は
思
わ
ず
両
者
の
本
文
を
見

比
べ
、
そ
の
意
見
の
相
違
を
確
か
め
た
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
二
書
を

併
せ
収
録
し
た
所
に
、『

集
成』

の
構
成
の
妙
を
感
じ
る
。

『

用
心

よ
う
じ
ん

私
記

し

き』

は
、
坂
光
淳

ば
ん
み
つ
あ
つ

が
若
い
頃
に
和
歌
を
学
ん
だ
と
い
う

烏
か
ら
す

丸
光
雄

ま
る
み
つ
お(

一
六
四
七
―
一
六
九
〇)

の
教
え
を
、
晩
年
に
な
っ
て
自

分
の
意
見
を
付
け
加
え
な
が
ら
ま
と
め
た
歌
論
書
。
重
要
な
事
柄
を
理

解
し
易
く
す
る
た
め
に
、｢

ひ
そ
か
に
私
の
了
簡
を
加
へ｣

て
書
か
れ

て
お
り
、
烏
丸
歌
学
の
要
点
を
簡
潔
に
示
し
た
入
門
書
と
な
っ
て
い
る
。

各
々
の
書
を
繙
け
ば
、
頭
注
に
挙
げ
ら
れ
た
膨
大
な
歌
集
・
歌
論
書

の
名
と
と
も
に
、
果
て
し
も
な
い
知
識
の
集
積
に
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ

る
。
和
歌
と
い
う
営
み
は
、
本
来
、
中
古
か
ら
の
歴
史
の
堆
積
よ
り
生

み
出
さ
れ
る
も
の
な
の
だ
と
い
う
当
た
り
前
の
事
実
に
、
改
め
て
思
い

至
る
の
で
あ
る
。

解
題
で
は
、
各
書
の
成
立
事
情
や
論
の
性
格
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の

研
究
状
況
に
も
触
れ
て
お
り
、
学
習
の
便
に
供
し
て
い
る
。
近
世
歌
論

研
究
者
必
携
の
一
冊
と
言
え
よ
う
。

(

平
成
十
六
年
十
二
月

三
弥
井
書
店

Ａ
５
判

二
二
八
頁

七
、

五
六
〇
円)

後
藤
昭
雄
著

『

平
安
朝
漢
文
学
論
考
補
訂
版』

本
書
は
、
一
九
八
一
年
に

『

平
安
朝
漢
文
学
論
考』

(

桜
楓
社)

と

し
て
刊
行
さ
れ
た
著
者
の
第
一
論
文
集
の
二
十
三
年
ぶ
り
の
再
刊
で
あ

る
。
構
成
は
以
下
の
通
り
。

は
じ
め
に

一

嵯
峨
朝
詩
壇

嵯
峨
天
皇
と
弘
仁
期
詩
壇

『

文
華
秀
麗
集』

の
位
置

宮
廷
詩
人
と
律
令
官
人
と

嵯
峨
朝
文
壇
の
基
盤

小
野
岑
守
小
論
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嵯
峨
朝
詩
人
の
表
現

文
学
空
間
の
創
造

二

菅
原
道
真
と
そ
の
時
代

｢
文
人
相
軽｣

大
江
音
人

｢

在
朝
の
通
儒｣

忠
臣
・
道
真
・
長
谷
雄

菅
原
道
真
の

｢
近
院
山
水
障
子
詩｣

を
め
ぐ
っ
て

紀
長
谷
雄
の

｢
山
家
秋
歌｣

に
つ
い
て

大
蔵
善
行
七
十
賀
詩
宴
に
つ
い
て

藤
原
佐
世

三

一
条
朝
前
後

桜
島
忠
信
落
書
に
つ
い
て

一
条
朝
詩
壇
と

『

本
朝
麗
藻』

大
江
以
言
考

大
江
匡
衡
の
詩
文

大
江
匡
房
の

｢

暮
年
詩
記｣

に
つ
い
て

四

詩
人
伝
研
究

｢

文
華
秀
麗
集
詩
人
小
伝｣

拾
遺

古
今
集
歌
人
に
お
け
る
詩
人
的
要
素

｢

属
文
の
王�｣
醍
醐
系
皇
親

漢
文
学
史
上
の
親
王

白
河
院
の
詩
遊

敦
道
親
王

学
生
の
字

あ
ざ
な

に
つ
い
て

あ
と
が
き

補
訂
版
あ
と
が
き

索
引

平
安
朝
文
学
史
に
お
い
て
、
漢
文
学
の
存
在
と
、
そ
の
多
大
な
る
影

響
力
は
、
従
来
当
然
の
如
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
具
体
相
は
実

に
曖
昧
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
で
は
、
そ
の
よ
う
な
文
学
史
上
こ

れ
ま
で
充
分
に
光
を
当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
平
安
朝
漢
詩
文
の
全
貌

に
迫
る
。
本
書

｢

あ
と
が
き｣

に
示
す

｢

大
江
匡
房
の

｢

我
が
朝
は
弘

仁
承
和
に
起
こ
り
、
貞
観
延
喜
に
盛
ん
に
、
承
平
天
暦
に
中
興
し
、
長

保
寛
弘
に
再
び
盛
ん
な
り｣

(｢

詩
境
記｣)

と
い
う
史
的
跡
づ
け｣

を

軸
に
、
著
者
の
、
そ
の
綿
密
且
つ
徹
底
し
た
史
料
調
査
に
基
づ
く
明
晰

な
る
論
は
、
本
書
を
通
し
て
一
貫
し
て
い
る
。

先
に
取
り
上
げ
た
大
江
匡
房
の
指
摘
に
見
る
四
つ
の
画
期
の
う
ち
、

第
一
期
・
第
二
期
・
第
四
期
の
時
期
に
お
け
る
漢
詩
文
の
内
実
を
明
ら

か
に
し
た
、｢

一

嵯
峨
朝
詩
壇｣

｢

二

菅
原
道
真
と
そ
の
時
代｣

｢

三

一
条
朝
前
後｣

は
も
と
よ
り
、｢

四

詩
人
伝
研
究｣

は
、
平
安

朝
期
に
お
け
る
漢
詩
文
の
浸
透
の
広
範
た
る
を
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
重

視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
作
者
層
に
目
を
向
け
た
、
実
に
事
細
か
な
労
作

と
い
え
る
一
章
で
あ
る
。

補
訂
版
と
な
る
本
書
は
、
各
論
に

[

追
記]

[

補
記]

と
し
て
前
著

刊
行
後
に
著
者
が
発
表
し
た
論
文
等
を
示
し
、
ま
た
、
訓
読
を
改
め
た

り
、
字
句
を
整
え
る
な
ど
の
補
筆
を
多
分
に
加
え
る
等
、
旧
稿
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

－ 55 －



尚
、
巻
末
に
は
、
人
名
索
引
・
書
名
索
引
・
事
項
索
引
が
附
せ
ら
れ

て
お
り
、
文
学
研
究
者
必
携
の
書
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
文
学
研
究
を

志
す
者
の
良
き
手
引
書
と
も
な
る
こ
と
疑
い
な
い
。

(

平
成
十
七
年
二
月

勉
誠
出
版

Ａ
５
判

四
七
六
頁

五
、
八
八

〇
円)

白
石
良
夫
・
湯
浅
佳
子
校
訂

『

広
益
俗
説
弁
続
編』

井
沢
蟠
竜

『

広
益
俗
説
弁』

は
、
正
徳
五
年
(
一
七
一
五)

刊
行
の

正
編
二
一
巻
を
皮
切
り
と
し
て
、
享
保
二
年

(
一
七
一
七)

に
後
編
・

遺
編
各
五
巻
、
享
保
四
年

(

一
七
一
九)

に
附
編
七
巻
、
享
保
十
二
年

に
残
編
八
巻
が
相
次
い
で
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
俗
説
弁
物
の
集
大
成
と

も
い
え
る
作
品
で
あ
ろ
う
。
各
編
と
も
神
祇
・
天
子
・
皇
子
・
皇
妃
・

公
卿
・
士
庶
・
婦
女
・
僧
道
・
人
物
補
遺
・
近
世
・
雑
類
等
の
分
類
か

ら
な
り
、
日
本
古
来
の
伝
説
・
俗
説
に
対
し
て
和
漢
の
諸
書
を
博
引
し

つ
つ
考
証
を
加
え
る
。

本
書
は
、
正
編
を
取
り
扱
っ
た
白
石
良
夫
校
訂

『

広
益
俗
説
弁』

に

続
き
、
後
編
・
遺
編
・
附
編
・
残
編
を
翻
刻
し
て
お
り
、
翻
刻
に
あ
た
っ

て
は
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
を
底
本
と
し
て
、
忠
実
に
再
現
し
た

も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
は
底
本
各
編
首
巻
の
総
目
録
が
記
載
さ
れ
る
。

従
来
、
原
書
の
思
想
的
影
響
に
関
し
て
、
朱
子
学
の
み
が
論
じ
ら
れ

て
き
た
が
、
巻
末
に
附
載
さ
れ
た
湯
浅
佳
子
の
解
説
は
、
蟠
竜
の

｢

神

代
、
久
し
き
事
に
あ
ら
ず
。
な
を
今
日
の
上
に
あ
り
て
、
其
身
、
則
神

明
と
同
一
体｣

と
い
う
言
説
を
も
と
に
し
て
、
神
道
が
及
ぼ
し
た
影
響

を
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
原
書
を
読
み
解
く
こ
と
で
、

蟠
良
の
伝
え
よ
う
と
し
た

『

広
益
俗
説
弁』

の
世
界
が
よ
り
豊
か
に
再

現
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(

平
成
十
七
年
二
月

東
洋
文
庫

四
〇
四
頁

三
、
一
五
〇
円)

船
津
正
明
著

『

国
語
科
教
育
研
究』

本
書
は
、
著
者
自
身
が

｢

ま
え
が
き｣

に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、｢

中
学
校
・
高
等
学
校
の
国
語
科
教
材
を
中
心
に
据
え
、
体

系
的
に
国
語
科
教
育
の
在
り
方
を
追
求
し
た｣

書
で
あ
る
。
前
半
部
で

は
、｢

国
語
科
教
育｣

の
意
義
、
本
質
、
展
望
等
、
全
体
的
な
論
を
述

べ
、｢

国
語
教
育
論
文
編｣

と
題
し
た
後
半
部
で
は
、｢

古
文｣

を
中
心

と
し
た
諸
作
品
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
学
習
指
導
法
等
を
述
べ
た
論
文

が
十
四
編
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、｢

日
本
の
古
典
教
育
は
日
本

の

｢

心｣
と
し
て
国
語
教
育
の
中
心
に
据
え
る
べ
き｣

と
す
る
著
者
の

主
張
が
反
映
さ
れ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
章
立
て
は
以
下
の
通
り
で
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あ
る
。序

文

川
添
昭
二

ま
え
が
き

一
、
国
語
科
教
育

二
、
国
語
科
教
育
と
国
語
教
育

三
、
国
語
科
教
育
の
本
質
と
意
義

四
、
国
語
科
授
業
論

五
、
学
習
指
導
案

六
、
国
語
科
教
材
研
究
論

七
、
学
習
者
論

八
、
言
語
事
項

九
、
表
現

十
、
理
解

十
一
、
国
語
科
の
評
価

十
二
、
国
語
科
教
育
の
歴
史

(

概
要)

十
三
、
学
習
指
導
要
領

十
四
、
国
語
科
教
師
論

十
五
、
国
語
科
教
育
の
展
望
と
課
題

国
語
教
育
論
文
編

｢

猫｣

に
み
る
人
間
形
象
を
め
ぐ
っ
て
―

｢

猫
の
事
務
所｣

／

小
説
教
材

｢

こ
こ
ろ｣

に
つ
い
て
―
そ
の
学
習
指
導
か
ら
の
一

考
察
―
／
古
典
教
育
論
／｢

徒
然
草｣

の
学
習
指
導
に
つ
い
て
―

｢

国
語
Ⅰ｣

教
科
書
を
中
心
と
し
て
―
／
物
語
文
学
の
学
習
指

導
―
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
を
中
心
と
し
て
／
日
記
文
学
の
学

習
指
導
―

｢

土
佐
日
記｣

・｢

更
級
日
記｣

の
場
合
／
軍
記
物
語

と
し
て
の

｢

平
家
物
語｣

の
学
習
指
導
／
説
話
文
学
の
学
習
指

導
―

｢

国
語
Ⅰ｣

教
科
書
採
録
作
品
を
中
心
と
し
て
―
／
和
歌

文
学
の
学
習
指
導
―
と
く
に
三
大
歌
集
を
中
心
に
し
て
／

｢

理

解
か
ら
表
現
へ｣

の
学
習
指
導
―
現
代
文
教
材
の
場
合
／
建
礼

門
院
を
中
心
と
す
る

『

平
家
物
語』

の
学
習
指
導
／

『

平
家
物

語』

の
運
命
観
―
知
盛
を
中
心
に
し
て
の
学
習
指
導
／
平
家
物

語
祇
園
精
舎
の
段
の
学
習
指
導
―
修
士
論
文
か
ら
／
徒
然
草
の

｢

こ
と
わ
り

(

理)｣

に
つ
い
て
―
そ
の
学
習
指
導
か
ら
の
一
考

察
あ
と
が
き

い
ず
れ
の
章
に
も
、
長
年
に
渡
り
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
著
者
な
ら

で
は
の
具
体
的
な
記
述
が
見
ら
れ
、
本
書
の
特
色
の
一
つ
を
な
し
て
い

る
。
教
育
職
を
志
す
大
学
生
は
勿
論
、
既
に
教
育
職
に
あ
る
方
々
に
と
っ

て
も
有
益
な
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(

平
成
十
七
年
四
月

㈱
梓
書
院

Ａ
５
判

一
八
一
頁

一
、
五
〇

〇
円)
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中
野
三
敏
校
注

『
近
世
畸
人
伝』

『

近
世
畸
人
伝』

の
著
者
で
あ
る
伴
蒿
蹊

(

一
七
三
三
〜
一
八
○
六)

に
よ
れ
ば
、｢
畸
人｣

と
は
常
の
道
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
世
の
中
で
、

そ
の
常
の
道
を
我
独
り
で
行
く
人
で
あ
る
。

当
世
の
不
徳
無
行
を
当
然
と
す
る
世
相
に
お
い
て
は
、
仁
義
・
忠
孝

の
徳
行
の
士
こ
そ
、｢

畸
人｣
の
範
疇
で
把
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
の
で
あ
る
。

近
世
期
、
そ
の
人
間
に
寄
せ
る
興
味
の
顕
著
な
表
明
と
も
言
う
べ
き

人
物
伝
の
流
行
は
、
高
僧
・
偉
人
の
伝
に
始
ま
っ
て
次
第
に
そ
の
幅
を

広
げ
、
や
が
て
狂
者
・
畸
人
に
至
る
。

寛
政
二
年
八
月
、『

近
世
畸
人
伝』

正
編
五
巻
五
冊
が
刊
行
さ
れ
、

好
評
を
得
て
、
寛
政
十
年
春
、
続
編
五
巻
五
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
今
回

底
本
と
し
て
用
い
た
の
は
正
編
の
補
訂
本
で
、
全
体
の
構
成
は
以
下
の

通
り
。

畸
人
伝
序

近
世
畸
人
伝
題
言

畸
人
伝
巻
之
一

｢

中
江
藤
樹｣

他
十
六
人

畸
人
伝
巻
之
二

｢

三
宅
尚
斎
并
妻
女｣

他
二
十
一
人

畸
人
伝
巻
之
三

｢

隠
士
長
流｣

他
十
八
人

畸
人
伝
巻
之
四

｢

柳
沢
淇
園｣

他
十
八
人

畸
人
伝
巻
之
五

｢

並
河
天
民｣

他
十
五
人

畸
人
伝
跋

も
は
や
現
代
日
本
の
若
者
に
と
っ
て
は
遠
い
外
国
な
み
の
存
在
と
な
っ

た
江
戸
時
代
の
文
化
を
、
そ
の
精
粋
の
部
分
に
お
い
て
、
僅
か
で
も
味

わ
わ
せ
た
い
と
心
か
ら
思
う
と
き
、
ま
ず
テ
キ
ス
ト
と
し
て
選
び
た
い

の
は
、
こ
の

『

近
世
畸
人
伝』

を
お
い
て
他
に
は
な
い
。

西
洋
モ
デ
ル
と
は
違
う
江
戸
モ
デ
ル
の
封
建
性
を
理
解
す
る
に
も
、

ま
た
も
っ
と
も
江
戸
的
成
熟
を
示
し
た
十
八
世
紀
江
戸
文
化
の
内
実
を

探
る
に
も
、
そ
し
て
さ
ら
に
は
十
八
世
紀
近
世
思
想
界
の
動
向
を
窺
う

に
も
、『

近
世
畸
人
伝』

は
最
適
の
書
で
あ
る
。

(

平
成
十
七
年
五
月

中
央
公
論
新
社

三
四
四
頁

一
、
四
五
○
円)
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